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請 願 第 １ 号 令和７年２月１９日受理 

付 託 委 員 会 福祉常任委員会 

件   名 
八千代医療センターの広域拠点機能に対する支援拡充を求

める請願 

紹 介 議 員 

嵐   芳 隆 議員  塚 本 路 明 議員 

立 川 清 英 議員  山 口   勇 議員 

菅 野 文 男 議員  大 竹 秀 樹 議員 

請 願 要 旨 

 東京女子医科大学附属八千代医療センターは、八千代市の中核病院である一

方、千葉県から救命救急及び小児・周産期医療の拠点病院として指定を受け、 

東葛南部地域をはじめ千葉県全域の患者に対する高度な医療を提供する重要な

役割を担っており、本市のみならず千葉県においても欠かせない存在となって

います。 

 特に、小児救急医療や周産期医療では、重症化した小児、母胎、未熟児等に

安全な医療を提供するため、総合周産期母子医療センター、全県対応型小児医

療連携拠点病院、小児総合医療施設、救命救急センター、小児救命救急センタ

ー等の機能を有しており、最先端治療が可能なユニット型集中治療室も完備し

ています。こうした高度医療施設を備えている医療機関は千葉県内では限られ

ており、東葛南部地域では八千代医療センターのみとなっています。 

 しかしながら、医療を取り巻く昨今の厳しい環境の中で、先端医療施設や人

的体制を維持することは至難であり、とりわけ常に緊張した治療や看護が求め

られる特定医療分野は危機的な状況となっています。 

 また、八千代医療センターは広域拠点病院としての使命と責任を負う立場で

はありますが、八千代市が属する東葛南部地域は人口約１８０万人を擁し、さ

らに、千葉県北西部の東葛・千葉地域には県人口の６５％以上が集中すること

から、地域の医療需要への対応を現状の体制のまま維持することは大変厳しく

なっています。 

 このことから、救命救急及び小児・周産期医療をはじめとする広域拠点機能

の継続のため、下記の事項について請願いたします。 

記 
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１ 八千代医療センターの広域拠点機能である救命救急及び小児・周産期医療

に対し、国・県と十分連携を図りながら本市として積極的な公的支援を拡充

されるようお願いいたします。 

２ 人口約１８０万人の東葛南部保健医療圏の他、隣接する保健医療圏の重症

患者が八千代医療センターに集中している現状を改善するため、千葉県及び

関係市が協力して支え合う地域医療の在り方を検討し、持続可能な地域医療 

体制の構築を図るようお願いいたします。 

 


